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岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
主
催
の

「
ぎ
ふ
・
中
国
く
る
ぶ
講
演
会
」
が

10
月
27
日
、
瑞
穂
市
の
朝
日
大
学
で

あ
り
、
元
駐
中
国
大
使
で
宮
本
ア
ジ

ア
研
究
所
代
表
の
宮
本
雄
二
さ
ん
は

安
倍
首
相
訪
中
を
評
価
し
、
「
日
中

関
係
は
安
定
期
に
入
っ
た
。
日
本
は

米
中
衝
突
を
回
避
さ
せ
る
大
役
を

担
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。 

 

講
演
会
は
日
中
平
和
友
好
条
約
締

結
40
周
年
、
岐
阜
県
・
江
西
省
友
好

提
携
30
周
年
を
記
念
し
て
開
き
、
今

年
は
３
回
目
に
な
る
。
宮
本
さ
ん
は

２
０
０
６
年
か
ら
10
年
ま
で
駐
中
国

特
命
全
権
大
使
を
務
め
た
。 

 

宮

本

さ

ん

は

「
台

頭

す

る

中

国
、
激
変
す
る
世

界
、
日
本
の
立
ち

位

置
」
と
題
し
、

安
倍
首
相
の
訪
中

や
米
中
貿
易
摩
擦

の
見
通
し
な
ど
を

解

説
し
た
。
「
日

中
は
激
し
く
殴
り

合
い
、
よ
う
や
く

握

手

を

し

た

段

階
」
と
首
相
訪
中

を
評
価
し
「
今
は

薄
曇
り
だ
が
、
習

近
平
国
家
主
席
の

訪
日
が
実
現
す
れ

ば
晴
れ
る
。
中
国

が
『
知

財
』
の

世

界
ル
ー
ル
を
受
け

入
れ
る
と
、
日
本

企
業
は
や
り
や
す
く
な
る
。
中
国
は

再
び
日
本
か
ら
学
ぼ
う
と
し
て
お

り
、
第
３
国
で
の
協
力
を
ウ
イ
ン
・

ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
の
関
係
に
す
べ
き

だ
。
日
本
の
最
大
課
題
は
「
米
中
を

衝
突
さ
せ
な
い
こ
と
。
安
倍
首
相
は

中
国
の
信
頼
を
得
て
ト
ラ
ン
プ
米
大

統
領
に
働
き
か
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
語
っ
た
。 

 

結
び
に
際
し
、
約
１
２
０
人
の
聴

講
者
に
宮
本
さ
ん
は
「
日
中
関
係
を

損
な
う
一
番
の
原
因
は
歴
史
認
識
。

日
本
が
過
去
に
中
国
で
何
を
や
っ
た

か
勉
強
し
て
ほ
し
い
。
卑
屈
に
な
ら

ず
、
『
近
所
付
き
合
い
』
の
マ
ナ
ー

を
心
掛
け
る
こ
と
だ
。
中
国
人
の
方

に
は
戦
後
の
日
本
人
の
大
多
数
は
戦

争
を
反
省
し
、
平
和
国
家
を
つ
く
っ

て
き
た
こ
と
を
よ
く
認
識
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。 

（
講
演
要
旨
は
３
面
か
ら
） 
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日
中
関
係
、
安
定
期
に 

 
 

～
安
倍
首
相
訪
中
な
ど
解
説
～ 

 
 
 

 
 
 
 
 

宮
本
雄
二 

元
駐
中
国
大
使 

 

平
成
最
後

の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で

お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。

日
頃
か
ら
当

協
会
を
支
援
、
諸
事
業
に
ご
協
力
を

賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
年
頭
に
あ
た
り
、
抱
負
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

日
中
関
係
は
、
昨
秋
の
安
倍
首
相

訪
中
に
よ
っ
て
安
定
期
に
入
り
ま
し

た
。
平
和
友
好
条
約
締
結
40
周
年
と

い
う
節
目
に
首
脳
同
士
が
会
談
し
ま

し
た
。
政
府
間
の
署
名
文
書
、
第
３

国
で
の
企
業
な
ど
の
投
資
協
力
覚
書

が
い
く
つ
も
交
わ
さ
れ
、
新
た
な
関

係
へ
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
尖

閣
国
有
化
以
来
、
関
係
改
善
を
強
く

願
う
両
国
民
の
支
持
が
あ
っ
た
か
ら

で
す
。 

 

県
内
の
主
な
出
来
事
は
岐
阜
県
と

江
西
省
の
友
好
30
周
年
で
、
協
会
会

員
有
志
が
訪
中
し
南
昌
で
の
記
念
行

事
に
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
浙
江

省
杭
州
市
で
は
同
省
、
同
市
対
外
友

好
協
会
と
意
見
交
換
し
、
民
間
交
流

の
促
進
で
合
意
し
ま
し
た
。 

 

ぎ
ふ
・
中
国
く
る
ぶ
講
演
会
は
３

回
開
催
。
う
ち
10
月
は
１
０
０
人
超

の
参
加
者
が
、
講
師
宮
本
雄
二
・
元

駐
中
国
大
使
の
習
近
平
政
権
、
米
中

貿
易
摩
擦
、
日
中
関
係
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
耳
を
傾
け
、
中
国
と
の

向
き
合
い
方
に
心
を
新
た
に
し
ま
し

た
。 

 

そ
の
米
中
関
係
は
当
初
の
貿
易
摩

擦
か
ら
覇
権
争
い
の
様
相
を
見
せ
て

い
ま
す
。
昨
年
12
月
の
米
中
首
脳
会

談
で
い
わ
ゆ
る
「
90
日
猶
予
」
で
休

戦
状
態
で
す
が
目
は
離
せ
ま
せ
ん
。 

 

６
月
の
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
に
習

近
平
国
家
主
席
が
来
日
す
る
の
は
ほ

ぼ
決
定
と
の
こ
と
で
す
。
日
中
友
好

ム
ー
ド
は
さ
ら
に
高
ま
る
で
し
ょ

う
。
た
く
さ
ん
の
中
国
人
が
観
光
な

ど
で
岐
阜
県
を
訪
れ
、
県
民
と
の
交

流
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
を
望
み
た

い
次
第
で
す
。 

 

最
後
に
今
年
は
岐
阜
市
と
杭
州
市

の
友
好
提
携
40
周
年
の
節
目
で
も
あ

り
、
当
協
会
は
こ
れ
か
ら
も
民
間
交

流
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
て
い
き
ま

す
。 

 
 
 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 
 

岐
阜
県
日
本
中
国
友
好
協
会 
 

会
長 

杉
山 

幹
夫 

安倍首相の訪中によって日中関係は安定期に入ったと話す宮本雄二さん

＝朝日大学  

中

国

く

る

ぶ

講

演

会 



 2 

  
 
 
 

 
 
 

  

 

岐
阜
県
・
江
西
省
友
好
提
携
30
周
年
記

念
行
事
が
11
月
８
日
、
省
都
南
昌
市
で
あ

り
、
県
訪
問
団
（
団
長
・
古
田
肇
知
事
、

約
90
人
）
に
県
日
中
友
好
協
会
か
ら
杉
山

幹
夫
会
長
ら
計
７
人
が
参
加
し
た
。 

 

岐
阜
県
と
江
西
省
は
１
９
８
８
年
６
月

に
協
定
書
を
交
わ
し
交
流
を
続
け
て
い

る
。
２
０
１
８
年
９
月
、
江
西
芸
術
団

（
団
長
・
毛
偉
明
副
省
長
）
が
県
図
書
館

ホ
ー
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、
今
回
は

答
礼
訪
問
。 

 

古
田
知
事
と
易
煉
紅
省
長
は
30
年
の
節

目
を
機
に
観
光
誘
客
、
花
卉
（
き
）
、
林

業
、
環
境
交
流
促
進
の
覚
書
に
署
名
し

た
。
こ
の
後
、
同
省
長
主
催
の
歓
迎
宴
で

出
席
者
は
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
交
流
を
深

め
、
中
津
川
の
地
歌
舞
伎
が
県
の
観
光
Ｐ

Ｒ
に
一
役
買
っ
た
。 

 

こ
れ
に
先
立
ち
、
訪
問
団
は
南
昌
市
図

書
館
で
の
県
紹
介
展
開
場
式
、
省
第
二
保

育
園
で
の
県
産
材
を
使
っ
た
木
育
教
室
視

察
、
漁
舟
湿
地
公
園
で
の
記
念
植
樹
に
臨

ん
だ
。  

中
部
６
県
日
中
友
好
協
会
訪
中

団
は
７
月
４
日
か
ら
９
日
ま
で
北

京
、
南
京
、
上
海
３
市
を
訪
れ
、

友
好
団
体
関
係
者
と
交
流
し
た
。 

 

愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
福
井
、

石
川
、
富
山
各
県
協
会
の
代
表
計

19
人
で
当
協
会
は
土
屋
理
事
長
、

森
下
伊
三
男
理
事
、
五
島
博
美
理

事
を
派
遣
し
た
。
日
中
平
和
友
好

条
約
締
結
40
周
年
に
合
わ
せ
、
駐

名
古
屋
中
国
総
領
事
館
と
中
日
友

好
協
会
の
協
力
で
訪
中
し
た
。 

 

一
行
は
北
京
市
内
の
中
日
友
好
協
会
を

訪
問
し
た
。
王
秀
雲
副
会
長
は
「
中
日
関

係
に
改
善
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。
民
間

の
力
で
さ
ら
に
前
へ
」
と
述
べ
、
太
田
宏

次
団
長(

愛
知
県
協
会
会
長)

は
中
部
６
県

協
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。 

 

人
民
中
国
雑
誌
社
で
は
、
陳
文
戈
社
長

ら
幹
部
や
若
手
記
者
と
意
見
交
換
し
た
。 

 

王
衆
一
総
編
集
長
は
「
若
い
人
に
も
読

ん
で
も
ら
え
る
企
画
や
日
中
両
国
を
等
身

大
で
表
現
で
き
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
登
用
な

ど
、
『
情
報
発
信
と
交
流
の
記
録
』
の
原

点
を
忘
れ
ず
、
紙
媒
体
の
使
命
を
果
た
し

て
行
く
」
と
気
概
を
見
せ
た
。
近
年
中
国

で
も
若
い
世
代
の
活
字
離
れ
は
深
刻
と
い

い
、
同
社
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
併
用
す
る
。
団

員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
『
微
信
』

（
フ
ォ
ロ
ア
ー
20
万
人
）
に
ア
ッ
プ
、
内

外
で
話
題
に
な
っ
た
。 

 

中
国
の
建
国
69
周
年
と
日
中
平
和
友
好

条
約
締
結
40
周
年
を
祝
う
駐
日
中
国
大
使

館
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
９
月
27
日
夜
、
東

京
都
内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
約
２
千
人

人
の
日
中
の
各
界
関
係
者
が
出
席
し
た
。 

 

主
催
者
を
代
表
し
て
程
永
華
大
使
が
あ

い
さ
つ
し
、
新
中
国
の
成
立
か
ら
現
在
ま

で
の
経
済
発
展
を
振
り
返
っ
た
後
、
日
中

関
係
に
触
れ
、
李
克
強
首
相
の
訪
日
以

降
、
両
国
の
関
係
者
が
積
極
的
な
働
き
か

け
を
続
け
た
結
果
、
「
友
好
往
来
と
交
流

熱
が
上
が
っ
て
い
る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
ず
、
安
定
の
中
で
両
国
関
係
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」
と
述
べ

た
。
続
い
て
林
芳
正
日
中
友
好
議
員
連
盟

会
長
（
文
科
相
）
ら
が
来
賓
の
あ
い
さ
つ

を
述
べ
、
福
田
康
夫
元
首
相
の
発
声
で
乾

杯
し
た
。
岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
か
ら
杉

山
幹
夫
会
長
と
土
屋
康
夫
理
事
長
が
招
待

さ
れ
、
杉
山
会
長
は
程
大
使
や
汪
婉
参
事

官
（
大
使
夫
人
）
と
再
会
を
喜
び
合
い
、

「
友
好
の
新
時
代
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
し

た
」
な
ど
と
握
手
を
交
わ
し
た
。 

岐阜県の魅力をアピールする古田肇知事、

尾藤義昭県議会議長、杉山幹夫県日中友好

協会会長（右から）＝南昌市の市立図書館 

当協会名誉会長の古田肇知事と記念写真に納まる

協会派遣団員＝南昌市の江西前湖賓館 

中
部
６
県
日
中
友
好
協
会 

訪
中
団
に
参
加 

 

 
 
 

 

～
友
好
団
体
関
係
者
と
交
流
～ 

平
和
友
好
条
約
40
周
年 

 

～
杉
山
会
長
が
中
国
大
使
館
の 

祝
賀
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席
～ 

岐
阜
県
・江
西
省 

 
 
 

 
 
 

友
好
提
携
30
周
年  

 
 

  
 

～
岐
阜
県
日
中
友
好
協
会
も 

記
念
行
事
に
参
加
～ 

 
 
  

人民中国雑誌社で意見交換の後、幹部らと記念写真

に収まる中部６県日中友好協会訪中団 

＝北京市内（人民中国雑誌社提供）  

程永華大使と握手を交わす

杉山幹夫会長＝東京都内の

ホテルニューオータニ 
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第
16
回
日
中
友
好
交
流
会
議
が
11
月

18
、
19
の
両
日
、
岡
山
市
で
開
か
れ
、

新
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
民
間
交
流
に
つ
い

て
活
発
に
意
見
を
交
わ
し
た
。
平
和
友
好

条
約
締
結
40
周
年
の
節
目
に
際
し
、
「
民

間
交
流
を
発
展
さ
せ
、
日
中
友
好
の
新
時

代
を
切
り
開
く
」
と
の
岡
山
宣
言
を
採
択

し
た
。 

 

こ
の
会
議
は
、
交
流
に
携
わ
る
人
が
相

互
理
解
を
深
め
、
友
好
を
促
進
し
よ
う
と

宇
都
宮
徳
馬
、
廖
承
志
両
友
好
協
会
会
長

の
発
案
で
１
９
８
８
年
の
北
京
で
の
第
１

回
を
皮
切
り
に
ほ
ぼ
２
年
お
き
に
日
本
と

中
国
で
交
互
に
開
催
し
て
い
る
。 

 

今
回
は
「
日
中
民
間
交
流
の
新
し
い
時

代
を
切
り
開
こ
う
」
を
テ
ー
マ
に
日
中
友

好
協
会
、
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会
、
中

日
友
好
協
会
の
主
催
で
約
三
百
人
が
参

加
、
当
協
会
か
ら
は
土
屋
理
事
長
が
出
席

し
た
。 

 

全
体
会
議
で
は
、
日
中
友
好
協
会
の
丹

羽
宇
一
郎
会
長
が
「
訪
日
客
の
口
コ
ミ
な

ど
に
よ
っ
て
中
国
人
の
対
日
好
感
度
が
上

が
っ
て
い
る
。
日
中
友
好
の
さ
ら
な
る
飛

躍
、
日
中
の
新
時
代
を
つ
く
る
ス
タ
ー
ト

と
な
る
よ
う
、
心
構
え
を
確
認
し
力
を
合

わ
せ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
中
国
人
民
対

外
友
好
協
会
の
李
小
林
会
長
は
西
日
本
豪

雨
へ
の
見
舞
い
と
一
日
も
早
い
復
興
を
願

い
、
「
郭
沫
若
氏
が
若
き
日
に
学
び
、
友

好
の
井
戸
を
掘
っ
た
内
山
完
造
、
岡
崎
嘉

平
太
氏
を
生
ん
だ
岡
山
の
地
で
の
開
催
は

感
慨
深
い
。
新
し
い
時
代
の
発
展
を
模
索

し
、
民
間
団
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
交

流
を
深
め
、
心
の
距
離
を
縮
め
、
民
に
還

元
し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。 

 

こ
の
後
、
四
会
場
に
分
か
れ
、
民
間
交

流
の
果
た
す
役
割
や
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

た
。
こ
の
中
で
土
屋
理
事
長
は
両
国
の
子

ど
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
や
伝
統
文
化
に

触
れ
、
交
流
を
深
め
る
「
新
時
代
の
教
育

交
流
」
を
提
案
し
た
。 

 

閉
会
式
で
「
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
共

有
、
分
か
ち
合
え
た
」
と
総
括
し
、
２
０

２
０
年
に
中
国
で
開
く
次
回
会
議
に
向

け
、
新
し
い
発
想
で
友
好
事
業
に
取
り
組

む
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。 

 

中
国
は
内
外
と
も
に
「
大
調
整
期
」
に

入
っ
た 

  

習
近
平
政
権
２
期
目
の
課
題
は
「
経

済
」
と
「
対
米
関
係
」
で
あ
る
。
中
国
で

改
革
開
放
が
始
ま
っ
て
40
年
を
迎
え
た

が
、
中
国
が
力
を
つ
け
て
い
け
ば
米
国
と

ぶ
つ
か
る
と
、
か
つ
て
改
革
開
放
を
指
導

し
た
鄧
小
平
氏
は
『
韜
光
養
晦
（
と
う
こ

う
よ
う
か
い
）
』
と
い
う
言
葉
で
、
能
力

を
隠
し
、
国
内
で
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ

て
世
界
と
協
調
し
て
い
く
よ
う
国
民
に
呼

び
か
け
た
。 

 

し
か
し
、
２
０
０
８
年
の
金
融
危
機

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
中
国
は
巨
額
の

財
政
を
出
動
、
世
界
経
済
を
救
っ
た
と
さ

れ
、
10
年
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

世
界
２
位
の
日
本
を
追
い
抜
き
、
米
国
に

次
ぐ
経
済
大
国
に
な
っ
た
。 

 

す
る
と
中
国
人
の
間
で
抑
制
し
て
い
た

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
頭
を
も
た
げ
、
ソ
連

崩
壊
後
、
一
人
勝
ち
し
て
来
た
米
国
の
言

い
な
り
に
は
な
ら
な
い
、
と
中
国
の
対
外

強
硬
姿
勢
は
米
国
と
ぶ
つ
か
る
の
は
当
然

だ
っ
た
。 

 
米
国
は
中
国
と
一
緒
に
や
っ
て
い
け

ば
、
中
国
は
米
国
の
決
め
た
ル
ー
ル
に
従

う
と
安
心
し
て
い
た
が
、
中
国
は
別
の
国

際
秩
序
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
。
中
国

が
米
国
に
追
い
付
き
追
い
越
す
こ
と
は
許

さ
な
い
と
い
う
の
が
野
党
の
民
主
党
を
含

め
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
政
策
決
定
者
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
に
な
っ
て
い
る
。 

 

人
民
解
放
軍
の
幹
部
に
会
う
と
よ
く
言

う
の
は
、
「
米
国
を
甘
く
見
て
は
い
け
な

い
」
。
中
国
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
後
、
実

戦
の
経
験
が
な
い
。
米
国
は
ず
っ
と
戦
争

を
し
て
い
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
や
オ
バ
マ
元

大
統
領
は
イ
ン
テ
リ
の
弱
さ
が
あ
る
が
、

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
違
う
。 

 

中
国
は
経
済
発
展
の
方
向
性
を
変
え
な

い
と
い
け
な
い
。
知
的
財
産
権
（
知
財
）

な
ど
の
よ
り
厳
し
い
世
界
ル
ー
ル
を
受
け

入
れ
る
こ
と
だ
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機

構
）
に
加
盟
し
た
時
、
開
発
途
上
国
条
項

を
適
用
さ
れ
、
ル
ー
ル
の
お
ま
け
を
し
て

も
ら
っ
た
が
、
経
済
大
国
の
今
、
そ
の

ル
ー
ル
は
通
用
し
な
い
。
世
界
と
痛
み
を

分
か
ち
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
。 

 

も
う
一
つ
、
中
国
は
軍
事
安
全
保
障
の

方
向
性
を
転
換
す
べ
き
だ
。
こ
の
ま
ま
で

は
米
国
と
衝
突
す
る
。
日
中
関
係
は
改
善

し
た
が
、
米
中
対
立
の
構
図
は
残
っ
た
ま

ま
だ
。
米
国
が
猜
疑
心
を
持
た
な
い
よ

う
、
日
本
は
外
交
で
段
取
り
す
べ
き
だ
。 

 

日
中
関
係
は
激
し
く
殴
り
合
い
、
こ
れ

で
は
ま
ず
い
と
握
手
を
し
た
段
階
。
心
か

ら
相
手
を
抱
き
し
め
る
ま
で
至
っ
て
い
な

い
。
日
中
間
の
諸
問
題
は
平
和
的
手
段
に

よ
っ
て
解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。 

 

日
本
外
務
省
は
「
尖
閣
諸
島
に
領
土
問

題
は
存
在
し
な
い
」
と
主
張
す
る
が
、
現

場
か
ら
見
る
と
領
土
問
題
だ
。
ど
ち
ら
か

が
『
紛
争
』
と
い
え
ば
話
し
合
わ
な
い
と

い
け
な
い
。
一
方
、
日
本
は
南
シ
ナ
海
の

領
有
権
問
題
の
直
接
当
事
者
で
は
な
い

が
、
中
東
産
原
油
を
日
本
へ
運
ぶ
タ
ン

カ
ー
の
海
上
交
通
路
で
あ
り
、
日
本
が

【
宮
本
氏
の
講
演
要
旨
】 
民
間
交
流
ま
す
ま
す
盛
ん
に 

日
中
友
好
新
時
代
へ 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

岡
山
で
交
流
会
議 

民間の力で日中の新しい時代を切り開くことを誓った第１６

回日中友好交流会議＝岡山市のＡＮＡクラウンプラザホテル 
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『
紛
争
』
と
い
え
ば
中
国
は
テ
ー
ブ
ル
に

つ
か
な
い
と
い
け
な
い
。 

 

日
中
両
政
府
は
、
安
倍
首
相
の
訪
中
時

に
52
件
の
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
覚
書
を

締
結
し
た
。
中
国
が
進
め
る
現
代
版
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
経
済
圏
構
想
「
一
帯
一
路
」
に

日
本
が
協
力
、
日
中
の
企
業
な
ど
が
第
三

国
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
施
し
て
い
く
、

し
か
も
国
際
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
ま
で
含
め
た
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政

府
開
発
援
助
）
の
考
え
方
を
生
か
せ
ば

『
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
・
ウ
イ
ン
』
関
係
が

生
ま
れ
る
。 

 

２
０
１
９
年
６
月
の
Ｇ
20
大
阪
サ
ミ
ッ

ト
に
習
国
家
主
席
の
出
席
は
ほ
ぼ
決
定
。

日
中
は
首
脳
同
士
の
往
来
に
よ
っ
て
や
っ

と
国
民
同
士
の
交
流
が
出
来
る
時
代
に

な
っ
た
。 

 

日
本
政
府
は
２
０
２
０
年
に
４
千
万
人

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
客
）
を

目
指
す
が
、
そ
の
半
分
は
中
国
に
望
み
た

い
。
韓
国
、
台
湾
、
香
港
は
も
う
頭
打

ち
。
中
国
人
は
観
光
で
お
金
を
落
と
す
ほ

か
に
今
の
日
本
を
見
て
ど
う
い
う
社
会
を

つ
く
っ
た
ら
い
い
の
か
、
き
っ
と
学
ん
で

帰
っ
て
い
く
は
ず
だ
。 

 

彼
ら
が
望
む
『
中
国
（
庶
民
）
の
夢
』

は
す
で
に
日
本
で
実
現
済
み
。
日
本
人
は

自
分
た
ち
の
文
化
を
大
切
に
し
、
安
全
で

安
心
な
社
会
を
つ
く
り
上
げ
た
。
日
本
を

手
本
に
し
た
い
気
持
ち
か
ら
敬
意
が
生
ま

れ
、
対
日
観
も
変
わ
っ
て
行
く
だ
ろ
う
。 

 

日
本
人
も
中
国
に
対
す
る
考
え
方
を
変

え
て
ほ
し
い
。
日
本
人
が
一
番
嫌
う
中
国

人
は
“
上
か
ら
目
線
”
の
外
交
部
長
や
ス

ポ
ー
ク
ス
マ
ン
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
多
く

の
中
国
人
は
日
々
、
『
少
し
で
も
い
い
生

活
を
し
た
い
』
『
少
し
で
も
い
い
教
育
を

子
ど
も
に
』
『
少
し
で
も
い
い
医
療
を
父

母
に
』
と
一
生
懸
命
働
い
て
い
る
。
「
中

国
人
は
○
○
」
と
は
、
い
い
友
人
に
は
言

え
な
い
。
も
う
や
め
よ
う
。 

 

安
倍
首
相
訪
中
で
日
中
関
係
は
安
定
期
に 

  

日
中
関
係
は
間
違
い
な
く
発
展
し
て
い

く
が
、
米
中
及
び
戦
後
の
国
際
秩
序
が
動

揺
を
き
た
し
、
米
中
対
立
と
い
う
不
確
的

要
因
が
あ
る
中
で
船
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
余
波
を
受
け
る
覚
悟
と
同
時

に
日
中
は
手
を
組
ん
で
世
界
が
大
波
を
く

ら
っ
て
大
嵐
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
責

任
が
あ
る
。
何
を
考
え
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
話
が
出
来
る

の
は
安
倍
首
相
を
お
い
て
ほ
か
に
い
な

い
。
米
中
対
立
の
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
図
る
こ
と
が
日
本
外
交
の
差
し
迫
っ
た

課
題
だ
。 

 

 

日
本
は
中
国
を
計
算
に
入
れ
た
戦
略
を

立
て
る
こ
と
だ
。
中
国
は
共
産
党
の
一
党

独
裁
で
も
好
き
勝
手
は
で
き
な
い
。
習
近

平
政
権
の
腐
敗
摘
発
も
国
民
の
支
持
が
あ

る
か
ら
こ
そ
で
き
る
。
李
克
強
首
相
は
開

明
派
で
知
財
に
取
り
組
み
、
中
国
を
次
の

段
階
へ
導
こ
う
と
し
て
い
る
。
中
国
は
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
国
民
同
士
は
交
流

と
相
互
理
解
を
深
め
、
も
っ
と
近
づ
く
よ

う
努
力
に
し
て
ほ
し
い
。 

 

会
場
の
日
本
人
の
方
に
言
い
た
い
。
日

中
関
係
を
損
な
う
一
番
簡
単
な
原
因
は

『
歴
史
認
識
』
。
「
南
京
事
件
は
な
か
っ

た
」
と
言
え
ば
中
国
人
は
傷
つ
き
怒
る
の

は
当
然
だ
。
日
本
が
過
去
に
中
国
で
何
を

や
っ
た
か
勉
強
し
て
ほ
し
い
。
中
国
人
の

方
に
も
ひ
と
言
。
戦
後
の
日
本
人
の
大
多

数
は
先
の
戦
争
を
反
省
し
平
和
憲
法
を
守

り
、
平
和
国
家
を
つ
く
っ
て
き
た
こ
と
を

理
解
し
て
ほ
し
い
。 

（
文
・
写
真
と
も
土
屋
康
夫
理
事
長
） 

【
宮
本
氏
の
講
演
要
旨
】 

 
朝
、
チ
リ
ン
チ
リ
ン
と
鳴
り
響

く
音
で
目
を
覚
ま
し
、
真
っ
白
な

薄
い
カ
ー
テ
ン
を
開
け
る
と
目
に

入
る
の
は
、
道
路
を
埋
め
尽
く
す

自
転
車
の
群
れ
。
店
の
売
り
子
は

愛
想
が
悪
く
、
漢
字
筆
談
の
み
。 

こ
れ
が
私
の
脳
裏
に
焼
き
付
い
て

い
た
28
年
前
の
中
国
だ
っ
た
。 

 

中
国
か
ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受

け
入
れ
や
中
国
人
の
友
人
の
話
、

メ
デ
ィ
ア
の
断
片
的
な
情
報
で

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は
し
て
い
た
が
、

中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
こ
と
に

な
り
、
今
の
中
国
を
自
分
の
目
で

確
か
め
て
お
く
必
要
が
出
て
き

た
。
そ
ん
な
中
、
お
誘
い
頂
い
た

の
が
今
回
の
杭
州
・
南
昌
の
旅

だ
っ
た
。 

 

中
国
ネ
ッ
ト
通
販
大
手
ア
リ
バ

バ
集
団
の
本
拠
地
、
杭
州
市
は
近

代
的
で
デ
ザ
イ
ン
性
高
い
高
層
ビ

ル
が
並
び
、
ま
さ
に
大
都
市
！ 

 

浙
江
省
、
杭
州
市
対
外
友
好
協

会
の
ほ
か
、
数
々
の
歓
迎
会
で
は
、
豪
華
な

食
材
を
使
っ
た
繊
細
で
美
し
い
料
理
に
目
を

奪
わ
れ
た
。
何
よ
り
温
か
い
お
も
て
な
し
、

ま
る
で
別
世
界
に
来
た
よ
う
だ
。
同
時
に
、

長
年
日
中
友
好
に
尽
力
さ
れ
て
来
ら
れ
た

方
々
の
恩
恵
に
あ
ず
か
る
だ
け
で
な
く
、
今

回
の
出
会
い
も
大
切
に
し
て
今
後
の
交
流
を

続
け
て
い
く
責
任
さ
え
感
じ
た
。 

 

杭
州
日
報
報
業
集
団
で
は
、
董
悦
社
長
と

幹
部
の
若
さ
に
び
っ
く
り
。
メ
デ
ィ
ア
も

ペ
ー
パ
ー
か
ら
多
角
経
営
へ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
、
Ａ
Ｒ
（
拡
張
現
実
）
、
文
化
、
教

育
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
部
門
ま
で
広
が

り
、
け
た
違
い
の
規
模
で
の
発
展
ぶ
り
を
見

せ
つ
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
社
員
を
大
切
に
と

い
う
社
風
は
、
私
の
考
え
て
い
た
中
国
企
業

イ
メ
ー
ジ
と
は
全
く
違
い
衝
撃
的
だ
っ
た
。 

 

杭
州
か
ら
南
昌
へ
移
動
す
る
と
街
は
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
。
ま
さ
に
こ
れ
か
ら
と
い
う
活
気

を
感
じ
、
数
年
後
の
未
来
都
市
が
目
に
浮
か

ぶ
。
知
ら
ぬ
う
ち
に
植
え
付
け
ら
れ
て
い
る

思
い
込
み
が
、
今
回
見
事
に
覆
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
コ
ピ
ー
で
は
な
い
『Made in 

China

』
の
高
品
質
で
お
し
ゃ
れ
な
ブ
ラ
ン
ド

商
品
も
確
立
し
て
い
る
。
日
本
人
が
の
ん
び

り
し
て
い
る
間
に
凄
ま
じ
い
勢
い
で
発
展
し

て
い
る
大
国
、
中
国
を
肌
で
感
じ
る
旅
と
な 

っ
た
。 

 

ほ
ん
の
一
部
で
は
あ
っ
た
が
、
自
分
の
目

で
確
か
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
民
間
交
流
の
発
展
に
微
力
な
が
ら
貢

献
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
る
。 

 

（
当
協
会
会
員
）  

目で確かめることの大切さを知っ

た中国の旅。後ろは今を象徴する

高層ビル群。筆者右端＝杭州市内 

訪中記 中国の発展ぶりを肌で感じる 

 武田由美（文・写真とも） 


